
 新教育課程の趣旨

　新学習指導要領に基づく高等学校の新教育課程が，
2022年４月から開始される。新科目「公共」が，「地理
総合」「歴史総合」と並び，新教育課程の目玉になっ
ていることは，ご承知の通りである。
　この「公共」に関しては，「現代社会」の後継科
目という理解が一般的である。しかし，それは大き
な誤りである。「公共」はあくまで「新科目」であ

。るあでのもるす有を格性るな異はと」会社代現「，り
この理解を誤ると，「公共」の授業を展開すること
は極めて困難となる。
　新教育課程の趣旨は，「答えを教えることから，
問いを探させること」へと，授業の在り方を転換
していくことにある。そのために役立てられるの
が，社会的な見方・考え方であり，主体的・対話的
で深い学びである。アクティブ・ラーニングを導入
し，それで新教育課程に対応したと判断されては困
る。場当たり的な対応では，「公共」が目指すもの
が生徒には十分に伝わらない。
　本稿の副題に「中学校『公民』の流れを踏まえて」
と付した。なぜなら，「公共」の実施には，2021年４
月より開始された中学校社会科（特に公民的分野）
との連続性を考慮することが不可欠だと考えるから
である。

「公共」の科目構造

　「公共」は，三つの大項目から構成される。すな
わち，「Ａ 公共の扉」「Ｂ 自立した主体としてより
よい社会の形成に参画する私たち」「Ｃ 持続可能な
社会づくりの主体となる私たち」である。そして，
それぞれの役割については，学習指導要領解説で詳
細な説明がなされている。
　Ａにおいて，生徒は，選択・判断の手掛かりとな

る考え方や公共的な空間における基本的原理を学習
する。
　次に，Ｂにおいて，生徒はＡで身に付けた考え方
や基本的原理を活用して，他者と協働しながら主題
を追究したり解決したりする学習活動を展開する。
なお，学習指導要領解説には，13の主題が示され
ている。以下の通りである。

　教育内容を法・政治・経済に分類しただけに見え
るが，目指されているのは，各主題の内部における
課題解決的な学習である。
　最後に，Ｃにおいて，生徒は個別テーマを設定し，
論述する探究活動（一般には「ミニレポートの作成」）
を展開する。
　次頁の図は，13の主題のうちの一つである「政治
参加と公正な世論の形成，地方自治」を事例に，「公
共」に設定された三つの大項目の関連性を図示した
ものである。その特徴は，第一に，Ａの学習がＢ及
びＣの学習の基盤となることである。第二に，Ｂの
学習の内部においては，まず「主題学習」として「問
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い」を見出し，次に，政治に関する内容と関連付け
ながら「問い」を追究し，最終的に「問い」の解決
に至るという構造である。そして，第三に，「公共」
のまとめとして位置付けられたＣにおいて，Ａ及び
Ｂで身に付けた考え方や基本的原理さらには現実社
会の諸課題に対する関心を生かして，探究活動を展
開することである（なお，「主題学習」「項目学習」は
学習指導要領解説に示されたものではなく，あくま
でも私の造語である）。

 中学校「公民」と高校「公共」の連続性

　「公共」の科目構造は，中学校の公民的分野のそ
れと似通っている。中学校は，「Ａ 私たちと現代社
会」で現代社会の特徴を掴み，現代社会を捉える
枠組みを身に付け，その枠組みを生かして「Ｂ 私
たちと経済」「Ｃ 私たちと政治」「Ｄ 私たちと国際
社会の諸課題 ⑴ 世界平和と人類の福祉の増大」の
教育内容を追究し，「Ｄ 私たちと国際社会の諸課題 
⑵よりよい社会を目指して」で探究活動を展開する
構造になっている。
　では，両者の違いはどこにあるのか。また，両者
の間にどのような連続性を見出せるのか。
　教育課程のレベルで，中学校「公民」と高等学校

「公共」の間に大きな違いはない。主題が13と細か

く分かれているが，主題学習 → 項目学習の流れは，
中学校「公民」でも一般に実施されている。現実社
会の諸課題を取り上げ，その解決策を構想させる点
も同じである。課題解決的な学習を徹底するという
意味から，校種に関係なく，公民学習で大切にすべ
きことだからである。
　両者の違いは，児童生徒が身に付ける資質・能力

・断判・考思「。るあできべるれさ出見そこに性階段の
表現」に関する資質・能力は，具体的には，「考察
力」「構想力」「説明力」「議論力」から捉えること
ができる。この四つの資質・能力は「積み上げ」を
意識して，小中高と異なって然るべきである。活用
する考え方や基本的原理が多様化し，使用する知識・
技能も高度化する高等学校「公共」において，単に
その事実だけに目を向けるのではなく，それらを活
用した授業において，生徒が確実に成長する様子を，
教師はしっかりと評価していくべきである。
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